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1．は じめ に

　 RC 、 SRC 構造物 の タ イ ル 下地 を は じめ と

す る外壁 モ ル タ ル 塗 りに お い て 、
コ ン ク リ

ー
ト

躯体面の 吸水 調整材 と して 、合成樹 脂 エ マ ル シ

ョ ン を 躯体面 に 塗 布す る 工 法が 普及 して い る 。

吸水調整材を使用 した 場合 の モ ル タ ル の 接着 強

度 に つ い て は 、 無処理 の 場合に比 べ て 強 い こ と

が 報告 されて い る。 しか し、躯 体あ る い は モ ル

タ ル の 湿潤 、乾燥 や温 度変化 に よ り、吸水調 整

材処理 層 に 応力が作用 した場 合の 挙動 に つ い て

は 、 不 明な 点が 多 い 。 吸水調 整材処理 層 の よ う

な 弾性係 数が 小 さ い 物質が 介在 して い る と動 き

に対 し て 緩衝効果が 期待で きる反面 、 処 理 層そ

の もの が 変形 し 、 こ の 変形に耐 え られな くな る

と、 こ の 界面 で剥 離 に至 る の で はな い か と い う

危惧 が あ る 。

　本 報で は 吸水調 整材 の 塗 り厚 さが コ ン ク リ
ー

ト躯体 と モ ル タ ル の 接着性 に 与 え る 影響 を 吸水

調 整 材処 理 界面 近 傍 の 挙動 を 中心 に 検討 した結

果 を報告す る。

2 ．実験方 法

2．1 概　要

　 普通 コ ン ク リー トに よ り作 製 した直方体 （W ：

100mm × D ；8Vmm× H； IOCmm） に 吸水調整材 を塗

布 した
。 吸 水調 整材は濃度 を 調整 し 、 塗 り厚 さ

を 変化 させ た 。 供 試 体の
一

部 は 下地 モ ル タ ル を

20mm作 製 した後 、50二 丁 タ イ ル を マ ス ク工 法で

張 っ た 。 他の 供試体 は コ ン ク リ
ー

トに 直接 タイ

ル を マ ス ク工 法 で 張 っ た 。 供試体を 4 週 間水中

養生後 、 気 中 に て 乾 燥 させ 、供試体両 側面 の コ

ン ク リ
ー

ト、下地 モ ル タ ル
、 タイ ル と正 面の タ

イ ル 表 面 に 歪 ゲージを張 っ た 。 供試体 の 形 状図
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一 2　 　 載荷方 法

と歪測 定 位 置 を 図
一一1 に 示す 。 図 中の 数 字 は測

定位置の ナ ン バ ーを示す 。

　試験は 図
一 2 に 承 す方法で 供試体の コ ン ク リ

ー
トの み に イ ン ス トm ン型 万能試験機を 用 い 低

速 で 圧 縮載荷 し、吸 水調整 材塗 布界 面 に 剪断 応

力 を加 え 、 下地 モ ル タ ル 、タ イ ル の 剥 離の 有無 、

荷重 と各材料の 歪 と の 関係を 調 べ た
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2．2 因子 と水 準

　実 験 に 取 り上 げた 因子 と水準 を表
一 1 に示 す 。

吸水調 整材塗布 界面 は 、タ イ ル 張 りに お い て 、

下地 を作 製 した場 合 と タ イ ル 直張 りの 場合 を想

定 した 。 吸 水調 整 材 の 塗布 量か ら推定 し た 膜 厚

を以下 に 示 す 。

薄 塗 り　 　 　 　
… 3 μ m

メ
ーカ ー標準仕様 … 12μ m

厚塗 り　 　 　 　
… leo μ m

加圧 ス ピー ドは 、 加 圧開始か ら5e分 〔5．6kgf／c 

／mi　n、）お よ び 30時間 （O．ITkgl／C  ／min 、）で コ ン

ク リー
ト破 壊す る よ う超 低速 と し た 。

2，3 使用 材 料

（t） コ ン ク リ
ー ト

　 圧縮強 度 256kgf／c  、 ス ラ ン プ 18cmの 普通 コ

ン ク リ
ー

トを使 用 した。

（2）下地 モ ル タル

　 セ メ ン トは普 通 ボル トラ ン ドセ メ ン ト、

細 骨材 は 愛知 県猿投 産 の 山砂を 使用 した 。

セ メ ン
．
ト ： 砂 ＝ 1 ： 2 、W ／ C ＝0．52

混和剤 …
メチ ル セ ル ロ ース （セメント聾 のO．2％融 ）

圧縮強度　264kgl／c 

〔3）張付 けモ ル タ ル

既調 合 モ ル タ ル 使 用

圧縮 強度 281kgf／cnf

（4） タ イ ル

5D二 丁 磁器質 モ ザ イ ク タ イ ル 、
　 t ＝Tmm

〔5） 吸水調整 材

主成分 …エチレン瞰 ビニルエマルション

固 形分濃度 … 45 ％

3 ．実験結果 お よ び考 察

3．1 剥 離 時 の 荷重 、 剥 離 に 至 る まで の 状

態

　 剥離 、 破壊時 の 載荷憾 力 お よ び 剥離 に

至 る ま で の 状態 を 表
一 2 に 示す 。 剥離発

生 の 有無 、 ク ラ ッ ク の 発生 は 、荷電増加

中 の 歪 の 減少 と肉眼 に よ る観 察 に よ り確

認 した 。

　 吸水調 整材塗 布界面 の 違い に よ る影響

は み られ な か っ た 。 ま た 、
コ ン ク リ

ー
ト

へ の 圧 縮載荷時 の 加 圧 ス ピ
ー

ドの 影響 は 、

加 圧 ス ピ ー ドが 遅 い ほ ど吸水調整 材無 し、薄塗

りは 、 低い 載荷応 力で クラ ッ ク発生 、 剥離 に至

っ た が 、 剥離に 至 る まで の 状態 に は 差 が なか っ

た 。

　吸水調 整材 の 有無 、塗 り厚 さ の 影 響 は 顕著に

み られた。加圧 ス ピ ー ドD．17kgf／C  の 場 合で 比

較す る と、吸水 調整材 を 塗 布 しな い 水 湿 し処理

の み の 供 試体 は 244〜255kgf ／c  の 載 荷応力 で、

コ ン ク リ
ー

ト
ー下地 モ ル タル 界面 か らい きな り

剥落 した 。 薄塗 り （推 定膜 圧 3 μ m ）の 場 合は、

水湿 し処理 の 場合に 比較 して 低 い 応 力で 肉眼 で

確認 で き る ク ラ ッ クが 吸 水 調整材塗 布界面 に 発

生 した が 、そ の 後 、
コ ン ク リー トが 破壊 す る ま

で 吸水調 整 材塗 布 界面 の
一

部 で 接着 し て い た 。

メーカ ー標 準仕様 （推定膜 圧 12μ m ） の 場 合は 、

ク ラ ッ ク の 発 生 が 遅 く コ ン ク リ
ー

ト破 壊
．
寸前 に

表
一 1　 因子 お よ び水 準

吸 水調 整村

　 塗 布 界 面

  コ ン ク リ
ー

ト　　　　   コ ン ク リ
ー

ト
ー
張 付け

　一
下 地 モ ル タル 間　　　　モ ル タ ル 閣 （タ イ ル 湾張 り）

吸 水調 整材の

有 無、塗 り厚 さ

  無　　  薄塗 り　　　   メ ーカ ー
標漁 矼：様　   厚 塗 り

（耀 し ）　　　（B焙希蔵巌、　E回壁り〉　　　　　　（3鷏希釈該、　1囿塗り）　　　　　　　　（離液、　2回塗り　　）

加圧 ス ピ ー
ド   0．17kgげ   ／ 叩 in，　　   5、匹kgl／cn葦／皿 i卩．

表 一 2　 剥離時 の 荷重 お よ び剥 離状態一
裂ホ調翻

嚇 界面

鯨調整材

勤 厚さ

姙 スピ
ー
ド 剥 離強 度、剥離 に 至 る まで の

状 態

コ 別 一ト強度

（kgl／  ）

無 o，17244kgl ／c 
…

鮴 蘰 樽 絣 面剥譲

〔コンク
11一旺翻 1｝

27丁

コンク1−1

一融 モル舛

薄塗 り 〃 2［O　寂gf／c  …　暖水謝整材塗奄界面にクラヲク堯生

除々にクラックが莚展、　最終的には吸承謌整材塗布界面剥鮭

304

標 準 〃 2駐9　kgr／c  …吸水謂整材塗茹界面にクラック発生

最終的には供試倖内て殿水調整韃塗布界面剥鮭B5％、　コン

ク
11一

ト鞴 1隅

285

厚 塗 り 〃 コ ン ク リ
ー

ト破壊 ま で 剥 離 せ ず 272

無 〃 255kgl ／c  …貅 瀞 謄 布界函剥離 2冊

コンク1−1一

鮒 けモル効

薄塗 り 〃 190　kgr／c   r77吸水調整材塗布界面にクラ7ク発生

徐々にクラックが暹展、　最終的には吸水調整財塗痛界面剥蹂

30ε

　　1

標準 〃 2　5　D　　k　g　「／c   r．．吸水調整材塗布界面にク　ラ　ッ　ク　充生

最終的には洪試偉内で暖水調整栂塗岱界面剥離50％、　　コン

ク騨
一
暾壊5眺

2ε9

厚 塗 り 〆’ コ ン ク リ
ー

ト破壊 まで 剥 離 せ ず 310

無 5，6269 ，2呂5　kg匸／c 
…

吸承調斃封塗布界面剥繧 291，30τ

コンクリ
ー1

一
下療 ル蜘

薄塗 り 〆〆 250，240　kgτ／c  ・一吸水調整財塗布界面にクラ

汐、鞦的に瞰擱 翻塗布賄魏

284，2go

標準 〆’ 供試体内でそれぞれ95，70％は扱水調魑材塗毒界面剥鮭、

励 はコ別
一
ト鰈

2go，305

厚塗 り ’ノ コ ン ク リ
ート破壊 ま で 剥 離せ ず 309，2go

加 圧 ス ピ ードO，17kgi／c  fminの 試 験 は n・1 、5．G　 kgl／caf／min の 試験 は n・2

28

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Finishings Technology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Finishings 　Teohnology

クラ ッ クが発 生 したが 、 コ ン ク リー ト破壊時 ま

で 一部 は接 着 して お り、 最終的に
一

部は コ ン ク

リ
ー

トが破壊 して も剥離 しな か っ た 。 厚塗 り

（推定膜圧約 100μ m ） の 場 合は 、
コ ン ク リ

ー

トの 圧縮破壊 に 至る まで損傷 は全 くみ られな か

っ た
。

3．2 載 荷応 力 と歪 との 関係

　 コ ン ク リー トへ の 載 荷応 力 と各材料の 歪 と の

関係 を図 一 3 〜 1  に 示 す。　（測定 位置 は 図 一 1

参照） コ ン ク リー ト加圧 ス ピー ドは e，1Tkgf／cnl

／min ．の 場 合の 結果を示 した。　5，61gf／cnf ／min

の 場合 も各材 料の 挙動 は 同 じ傾向を示 した。ま

た、吸水調 整材を コ ン ク リ
ー

ト
ー

下 地 モ ル タ ル

問 に塗 布 した場 合の 塗布界面近 傍の コ ン ク リ ー

ト歪 と モ ル タ ル 歪 の 関係 を 図
一11に 示す 。

　吸水調整 材を コ ン ク リ
ー

ト
ー下地 モ ル タ ル 間

に 塗 布 した場 合 は 、
コ ン ク リ

ー トの み に圧縮載

荷 した た め 、 そ れ に 直接付着 して い る
’
下地 モ ル

タ ル は圧縮歪 が 生 じて い るが 、 タイ ル は外側 に

湾 曲 し、湾曲の 凸の 部分 で 引張 り歪が 生 じた も

の と考え られ る 。 こ れ に対 して 、タ イル 直張 り

を想定 し、
コ ン ク リ

ー
ト
ー張付 けモ ル タ ル 界面

に 吸 水 調整桝を 塗 布 した場 合 に は 、 張付 けモ ル

タ ル が 薄い た め タ イ ル も コ ン ク リ
ー

ト歪 の 影響

を受 け （厚 塗 り の 場合を 除 く）圧 縮歪が 生 じて

い る 。

　 吸水 調整材の 塗 り厚 さの 影響 に つ い て は 、以

下 の こ とが言え る 。

　吸水調整桝を塗布 しな い 水湿 し処理 の み の 場

合 は 、
コ ン ク り

一
卜歪 が増 大す る に っ れ て モ ル

タ ル
、 直張 りで は タ イ ル の 歪 も剥離直前まで ほ

ぼ 直線的に 増 加 して お り、
コ ン ク リー トと下地

モ ル タ ル あ る い は張付 け モ ル タル の 接合面 に滑

り が な く 、 両 者 は
一

体 とな っ て 変形 して い る と

考 え られ る 。 薄塗 りの 場合は 、 ク ラ ッ ク発生 ま

で は コ ン ク リー トと モ ル タ ル が 一体 とな っ て 変

形 して い るが、ク ラ ッ ク発生 と同時 に 下地モ ル

タ ル （図
一 4 ） お よ び タ イ ル （図 一8） の 歪 は

急激に 減少 して い る 。 しか し、そ の 後 、
コ ン ク

リー トが 破壊す る ま で 吸水 調整材塗布界 面 の
一

部 は 接着 して い た た め 、 ク ラ ッ ク発 生 と同時 に
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図
一 6　載荷応力 と歪 の 関係 　厚塗り、 穐側

歪が ゼ ロ に は な らな か っ た 。 メ ー
カ
ー

標 準仕様

の 場合 は 、 図 一 5 で み る と コ ン ク リー
ト圧縮応

力で 159kgf／c  、 界面近 傍の コ ン ク リ
ー

ト歪 で

　450μ m ま で は コ ン ク リー ト歪 が 増加す る に っ

れ て モ ル タ ル の 歪 も増 加 して い る の に 対 し、 そ
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れ 以上 の 応力 が加 わ る と肉眼 で は確認 可能 な ク

ラ ッ クが 生 じて い な い の に モ ル タ ル の 歪 は 減少

して い る 。
こ れ は 吸 水調整 材塗布界面 に 微小な

ク ラ ッ クが 生 じた り 、 吸水調整材そ の もの が変

形 して い る の で は な い か と考 え られ る 。 こ の た

め 長期 間に わ た っ て サ
ー

マ ル ム ーブ メ ン トや モ

イ ス チ ャ
ーム ーブ メ ン トが作用 す る と、吸水調

整 材塗布界面 が疲労破壊 を起 こ す可能性 もあ る

と考え られ る 。 厚塗 りの 場 合は 、
コ ン ク リ

ー
ト

に 生 じて い る歪 は ほ とん ど吸 水調整材処理層近

傍 で 緩秘 され る 。 吸水調 整材処理 層 の 変形能力

が 大 き く、 祕料 の 耐 久 性に 問題が な け れ ば 、剥

離 防 止 に 良 い 可 能性 もあ る 。 た だ し、メ ーカ
ー

標準仕様 の 場合同様、吸水調整材塗布界面 に 微

小 な ク ラ ッ ク が 生 じた り、 吸水調整 材 そ の も の

が変形 して い る可 能性が あ り検討を要す る。
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図
一11　界面 近傍 の コ ン ク リ

ー
ト歪 と

　 　　 　モ ル タ ル 歪 の 関係

4 ，ま とめ

　吸 水調 整材 の 塗 り厚 さが コ ン ク リ
ー

ト躯体 と

モ ル タ ル の 接着 性に 与え る影響 を構成材料 の 挙

動を中心 に検 討 した 結果 か ら以下 の こ とが い え

る 。

（1）水湿 し処理 の み の 場合は、 コ ン ク リ
ー

トと

モ ル タル が 一体 とな っ て 動 くが 、 動 きに 追随で

きな くな る と い きな り剥 離す る傾向が あ る。

（2｝吸氷調整材 を薄塗 りした場合 は 、 水湿 し処

理 し た 場 合 に 比 較 して 低 い 応 力 で 界面に 欠陥が

生 じる可 能 性 が あ る 。

（3｝ 吸水調整材 を厚 く塗 る ほ ど歪の 緩衝効果 は

大 きく、大 きな歪 に も耐 え られ るが 、界 廊 に 微

小な クラ ッ ク が生 じた り、吸 水調 整 材そ の もの

が変形 し、 疲労破壊 を起 こす可能性 もあ り今後

検討を要 す る 。
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Lll− 10　載 荷応 力 と歪 の 関係　厚塗り、タイ埴嫐

〔4） 今回 の 実 験 結果か ら、吸水 調整材
’
の 塗 りム

ラが 極端 に ある 場合 に は、一部薄い 部分 に 応 力

が集 中こ とも考え られ る ため 、今後検 討を要す

る 。
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